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文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史

伊
達
家
ゆ
か
り
の
文
化
財
④　

政
宗
と
高
僧

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

親
子
料
理
教
室
参
加
者
募
集

　

親
子
で
か
わ
い
い
ブ
タ
や
パ
ン
ダ
の
キ
ャ
ラ
ま
ん

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

２
月
25
日
㊏　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　

２
階　

調
理
室

●
講
師 　

え
む
☆
き
っ
ち
ん　

加
藤
美
由
紀
さ
ん

●
対
象　

町
内
小
学
生
親
子

●
定
員　

親
子
４
組
（
先
着
順
）

●
材
料
代　

１
組　

８
０
０
円
（
キ
ャ
ラ
ま
ん
１
組

　
　
　
　
　

４
個
作
り
ま
す
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
上
履
き
、
ハ
ン

　
　
　
　
　

ド
タ
オ
ル

●
申
込
期
間　

２
月
８
日
㊌
〜
16
日
㊍

※

土
日
祝
日
除
き
ま
す
。
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
問
合
・
申
込
先　

電
話
で
の
申
込
み

　

中
央
公
民
館
（
文
化
観
光
交
流
館
内
）

☎
３
５
３‐

３
０
３
０

※

ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

風
邪
症
状
や
発
熱
（
37
・
５
度
以
上
）
等
の
あ
る

　

方
は
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
っ

　

て
は
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
め
ご

　

了
承
下
さ
い
。

募

中
央
公
民
館

か
わ
い
い
小
物
教
室

参
加
者
募
集

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
モ
リ
ス
の
生
地
で
か
わ
い
い
ア
ク
セ

サ
リ
ー
ケ
ー
ス
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日　

時　

２
月
18
日
㊏
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

●
場　

所　

文
化
観
光
交
流
館　

２
階
研
修
室　

●
講　

師　

カ
フ
ェ
ミ
ナ
ー
ジ
ュ
プ
リ
マ®

講
師

　
　
　
　
　

上
田　

睦
美
さ
ん

●
定　

員　

各　

10
人
（
先
着
順
）

●
対　

象　

町
民
の
方

●
材
料
代　

８
０
０
円

●
持
ち
物　

布
き
り
ハ
サ
ミ

●
申
込
期
間　

２
月
８
日
㊌
ま
で

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　

※

土
日
祝
日
は
除
き
ま
す
。

●
問
合
・
申
込
先　

電
話
で
の
申
込
み

　

中
央
公
民
館
（
文
化
観
光
交
流
館
内
）

　

☎
３
５
３‐

３
０
３
０

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
は
、

　

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く

　

だ
さ
い
。

　

募

 　 　

　

観
瀾
亭
松
島
博
物
館
に
は
伊
達
家
ゆ
か
り
の
文
化
財
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
今
回
は
伊
達
政
宗
の
直
筆
書
を
紹
介
し
ま
す
。

　

政
宗
が
二
人
の
禅
僧
の
詠
ん
だ
和
歌
を
し
た
た
め
た
も
の
で
す
。
夢
窓
疎
石
（
1
2
7
5
ー

1
3
5
1
）
は
伊
勢
国
（
現
在
の
三
重
県
）
の
生
ま
れ
で
京
都
建
仁
寺
や
鎌
倉
建
長
寺
で
学
び

ま
す
。
後
醍
醐
天
皇
に
招
か
れ
て
南
禅
寺
の
住
職
と
な
り
、
足
利
尊
氏
か
ら
も
帰
依
を
受
け
て

天
龍
寺
の
開
山
と
な
り
ま
す
。
和
歌
に
も
優
れ
、
勅
撰
和
歌
集
に
十
一
首
が
採
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
の
宗
峰
妙
超
（
1
2
8
3
ー
1
3
3
8
）
は
播
磨
国
（
兵
庫
県
）
の
生
ま
れ
で
、
花

園
天
皇
の
帰
依
を
受
け
、
大
徳
寺
や
妙
心
寺
の
開
祖
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

書
写
さ
れ
た
和
歌
は

　
　
　
　
　
　

夢
相
国
師

　
　
　

仏
に
は
心
は
か
り
ぞ
な
り
に
け
る

　
　
　
　

身
の
ゆ
く
は
て
は
と
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
く
に
も

　
　
　
　
　
　

大
灯
国
師

　
　
　

仏
に
は
心
も
な
ら
す
身
も
な
ら
す

　
　
　
　

な
か
ぬ
う
ち
に
手
仏
な
り
け
れ

　

と
も
に
仏
心
つ
い
て
詠
ま
れ
た
も
の
。
伊
達
政
宗
が
禅
宗
に
深
い
造
詣
を
有
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

本
資
料
は
（
公
財
）
東
日
本
鉄
道
文
化
財
団
の
助
成
を
受
け
、
平
成
30
年
に
修
復
を
行
い
ま

し
た
。
令
和
５
年
１
月
12
日
か
ら
松
島
博
物
館
に
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
学
芸
員
：
森
田
）

政宗直筆一巻
夢相国師は夢窓疎石、
大灯国師は宗峰妙超のこと

親子で楽しく作りましょう！
※写真はイメージです。

し
ゅ
う
ほ
う
み
ょ
う
ち
ょ
う

む  

そ
う  

そ 

せ
き

イヤホンや薬入れなど
使い方は自由です♥
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１
月
敬
老
祝
金
贈
呈
者

（
敬
称
略
）

米
寿
お
め
で
と
う

◆
村
山　

一
子 　

（
磯
崎
）　

◆
大
山　

孝
子 　

（
手
樽
）

◆
櫻
井　

豊 　
　

（
初
原
）

◆
宮
本　

美
和
子 

（
本
郷
）

◆
髙
橋　

千
代
子 

（
初
原
）

◆
西
條　

イ
チ
子 

（
松
島
）

◆
佐
藤　

繁 　
　

（
磯
崎
）

◆
赤
間　

勝　

 　
　

（
幡
谷
）

◆
髙
橋　

正
兵　

 　

（
磯
崎
）

◆
宮
本　

マ
ツ
子 　

（
磯
崎
）

◆
遠
藤　

光
子 　
　

（
本
郷
）

白
寿
お
め
で
と
う

◆
大
宮
司　

喜
美
子 

（
松
島
）

※
祝
金
贈
呈
対
象
者
は
米
寿

は
町
内
在
住
５
年
以
上
、
白

寿
は
町
内
在
住
10
年
以
上
の

方
で
、
誕
生
月
の
初
日
に
松

島
町
住
民
と
し
て
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

と
な
り
ま
す
。

松
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
！

①
２
月
５
日
㊐ 　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　

集
合
場
所
：
文
化
観
光
交
流
館

　

コ 

ー 

ス
：
文
化
観
光
交
流
館
〜
松
島
か
き
祭

　
　
　
　
　
　

り
（
グ
リ
ー
ン
広
場
）
〜
文
化

　
　
　
　
　
　

観
光
交
流
館

②
２
月
７
日
㊋　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

集
合
場
所
：
松
島
運
動
公
園
管
理
事
務
所

　

内　
　

容
：
２
０
２
３
年
度
松
島
ウ
ォ
ー
キ
ン

　
　
　
　
　
　

グ
会
総
会

③
２
月
15
日
㊌　

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
１
時

　

集
合
場
所
：
文
化
観
光
交
流
館

　

コ 

ー 

ス
：
文
化
観
光
交
流
館
〜
町
民
バ
ス
〜

　
　
　
　
　
　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
〜
愛
宕
駅

　
　
　
　
　
　

園
〜
文
化
観
光
交
流
館

④
２
月
23
日
㊍　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　

集
合
場
所
：
文
化
観
光
交
流
館

　

コ 

ー 

ス
：
文
化
観
光
交
流
館
〜
福
浦
島
〜
文

　
　
　
　
　
　

化
観
光
交
流
館

●
持
ち
物　

雨
具
、
飲
み
物

　
　
　
　
　

・
③
は
町
民
バ
ス
無
料
券
を
持
参
。

　
　
　
　
　

・
④
は
福
浦
島
無
料
通
行
券
を
持
参
。

　
　
　
　
　

・
防
寒
対
策
を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

雨
天
、
降
雪
、
警
報
発
令
時
は
中
止
。

●
連
絡
先　

千
葉　

☎
３
５
４
‐
４
２
２
８

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
事
前
に
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

i

　ヘルスメイト松島（松島町食生活改善推進員会）では、１０月～１１月の期間、塩分計を使ったみそ汁の塩分測定を行い
ました。各地区のヘルスメイトが家庭訪問や地域の集まりに出向いて調査を行いました。みそ汁をご提供いただいたみなさま、
ご協力ありがとうございました。

〈みそ汁の塩分濃度の割合について〉
みそ汁の塩分濃度を調査した結果、全体の約６９％が標準の味つ
け（０.８～１.０％塩分濃度）でした。また、うすい味つけ（０.４
～０.６％塩分濃度）の方が約２７％、濃い味つけ（１.２～１.４
%塩分濃度）の方が約５％でした。

〈1日に飲むみそ汁の回数について〉
１日に飲む汁物の回数は約半数が１杯という結果になりました。
また、１日に２杯や毎食飲むという方は約４０％いました。

　汁物にはおよそ約１.２gの塩分が含まれているため、汁物の回
数や適塩に心がけることが大切です。また、みそ汁やスープは具
だくさんにすることで、減塩
や野菜を多く摂ることができ
ます。宮城県の食塩摂取量は
目標値よりも約３g多く摂取
しています。いつもの食事か
ら減塩を心がけましょう。
　来年度もみそ汁の塩分測定
を実施する予定です。ご協力
よろしくお願いいたします。

～みそ汁塩分測定の結果～ 塩分濃度の割合

■うすい（0.4～0.6％塩分）
■標準（0.8～1.0％塩分）
■濃い（1.2～1.4％塩分）

4.7%

１日に飲む
みそ汁の回数

〈食塩摂取量の目標値と宮城県の食塩摂取量〉

 

目標値

宮城県

1) 日本人の食事摂取基準（2020年版）より
2) 平成28年度県民健康・栄養調査より
●問合先
　健康長寿保健づくり班（保健福祉センターどんぐり）
　☎３５５‐０７０３

1）

2）

男性

7.5g

11.9g

女性

6.5g

9.4g

■飲まない　　■１杯
■２杯　　　　■３杯

68.5%

39.8%

2.2% 2.2%

55.9%

26.9%

薬
務
行
政
功
労
者（
献
血
功
労
）

表
彰
受
賞

　

浅
野
秀
昭
さ
ん
（
松
島
地
区
）
が
、
薬
務
行
政

功
労
者
（
献
血
功
労
）
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

献
血
功
労
者
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
献
血
運
動

の
推
進
に
積
極
的
に
協
力
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る

も
の
で
す
。
浅
野
さ
ん
は
、
高
校
生
の
頃
に
献
血

を
始
め
、
こ
れ
ま
で
に
２
０
０
回
以
上
献
血
を
さ

れ
、
献
血
運
動
の
推
進
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
宮
城
県
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。 i

各
種
表
彰

　

令
和
４
年
度
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　

大
塚　

敏　

さ
ん
（
松
島
）

　

長
年
に
渡
り
松
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
と

し
て
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

宮
城
県
知
事
表
彰

　

長
年
に
渡
り
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
が
認
め

ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

民
間
社
会
福
祉
団
体
関
係
者

　

遠
山　

勝
雄
さ
ん
（
左
坂
）

共
同
募
金
奉
仕
者

　

砂
金　

雅
晴
さ
ん
（
高
城
４
）

　

阿
部　

一
行
さ
ん
（
磯
崎
１
）

i


